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で は な い が ,入 院 患 者 の 集 計 を もと に 感 染 症 の 今 昔 を 比

較 し ,そ の変 遷 を述 べ た .将 来 小 児科 の 病気 の様 相は 徐 々

に 変貌 し ,小 児 科医 は 新 たな 対 応を 迫 ら れる と思 わ れ る .
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司 会 有 難 う ご ざ い ま し た .小 児 科 で は 感 染 症 が疾 患

の 大 半 を 占 め る わけ で あ り ま す が ,大 学 病 院 と い う特 殊

性 か ら Lて ,只 今 の 報 告 で は 感 染症 が 全 入 院 患 者 の 25%

と い う値 に な って お り ま す .一 般 外 来 で は 85%以 上 が 感

染 症 で あ り ま す .従 い ま し て 抗 生 剤 と の 兼 合い ,或 い は

疾 患 の 予 防 対 策 が非 常 に 大 きな factorと な っ て 病 像 の

変 遷 に 影 響 し て く る もの と 思 わ れ ま す .そ れで は 次 は 第

三 席 ,「精 神 科 に お け る 疾 患 像 の 変 遷 --り っ 病 を 中 心 に

ー」と 題 し ま し て 精 神 科 の 加 藤 先 生 お 願 い 致 し ま す ,

3)精神科における疾患像の変遷
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疾患像の変遷隼軽症うつ病∴慢性うd端ii,現代のうつ病や準備性うつ

1. は L より に

精神障害の病態はや社会変動により大きく影響を受け

ると言われているかつ渡り写経望き状況の変化によって,

発生する精神疾患の潔仁デが変化信 愛畑日日:櫓神疾患

であって獲)その癖像や経過が変でヒするのである東

森シソポジ号Ijふでは藷ずモ神経鼠 精神分裂楓 錬病

における疾患像の変遷を主に社会変動との関連性に視点

をすえながら概観する.次に各診療科に愚頭)関連のある

経過の博捜化について同じ視点から考察する.更にう-つ

病の病後の変遷として認掛られる神経症化骨身体化序逃

避化8退却化などについても概説したい.

11.主な疾患像の変遷

1.神経症の疾患像の変遷

最初に,神経症について大隈毎邑ノはき転換症状を示す

古典的な吐スチリ山頂減少,また以前にはあ護りみられ

なかった,神経性食欲不振症亨登校拒否などの思春期青

年期にみ綜)わ.る新しノい病像の出現を示唆し その要因と

して,経済の高度成養う核家族化 高等教育の普及など

をあげた,また加藤21は亨次のような日印a油 の指摘

を緯介Lている.すなわちそれは,文化の進歩と共にヒ

ステリー---釣ような演示型が減少しき不安神経症や強迫神

経症のような内向型が機影㌻げるという指摘であるガさら

に我 の々研究では,中高年にお6/㌢る不安神経症†心気症

などの類型げう増力uを指摘している,

コ.精神分裂病の疾患橡の変遷

最近伊)精神分裂病の病像の変遷としてはやそ瑚軽症化

緊張病型m減jかが指摘されているこ蓬ト7㌧変にこU)要因

よこLでは,マスニ3三などの啓蒙によ畑 畢期の発見〔三二治

療が可能とな-沃∴こ｡ミニ,及び旦那的二代に導入された向

精神薬a)影響などが痛を療酢でm饗鏑が動作凍ているL

これに対L宮本5)は†治療前において既に病線が変化

している点を指摘し 次のように述べている.第1次大

戦最後や欧米及びを諸本などで社会的禁圧が減り自由主義

的風潮が強まり.個人の自由が最大限に尊凝されるよう

があっても,それが周囲にトラブルを巻き起こさない限

り,社会的に許容される.その上現代の社会では,人間

関係が以前より挽く希薄だかに〕予最低♂凍j二会適応さえ保

て九は¥個人内部の異常も外部に洩れたりはLない.更

に分裂病の病健は対立や反対に巨を商すると激化する性質

がみられるかき個人の白由が尊蚤され 対ill二や反対に黍

面Lにくい社会状況は,病後をて十ルドにするものと考

えられる,と述べているか

･巨･羊､t･十､-･､∴ r-:I㌦･;__･/十Y･日工サ畑守∴~甘さ'

外来治療がY村綾なことか玩 これに)の分裂病をr外来分

裂病jという-群として提唱している.このような9社

会全体の流れ糾問人の分裂病的孤立化を促すよFjな状況

下では,軽症化分裂病などが社会の中で特異な疾患と気

付かれず.そのまま容認される事態が生じていると表~え
るのではないだろうか.
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:L 繰 病 の 疾 患 像 の 変 遷

練 病 に ㌦兆 ､て は , ち-Y)病 の 増 加葛に 対 比 して そ 約 減 少 傾

向 が 指 摘 さ れ て い る9′＼ こ の 蟹 田 E!Lr/ )い て 飯 田 l日日= 2)

は 以 Fm よ うに 考 察 して い る食 媒 病 親 和 的 性 格 の 人 は ,

秩 序 - の 反 逆 傾 向 が あ り亨 精 邦 郁 葺動 的 で , 外 か ら の 強

制 や 使 道 に抗 し, 鋸 Erlb空 間 が 狭 陰 化 した りゃ 葛 藤 に 満 ち

た もの に な る と, 新 しい 臣∃由 な 空 間 を 求 め て 飛 躍 す る傾

向 が あ る｡ しか し 現 代 に お らサ る価 値 の 多様 化 , 自 由 度

の 増 大 は , 個 人 こア纏を-I)榛 .や な 価 値 観 葡人 生 観 を 許 容 す る

傾 向 を 生 み 出 L予 ア イ デ ン テ ィテ ィU)変 化 や拡 大 の 可 能

性 が増 大 し, 錬 病 親 和 的 性 格 の 人の 自己 中 に腰 や支 配 性 や

万 能 性 を利 酒 す る こ と が 少 な い ヤ 従 っ て 彼 らの こ の 様 な

裸 的 防 衛 報 制 は き 現 代 社 会 に お い て 有 効 に 機 能 し, 発 病

誘 発 的 状 況 Fに 私発 病 に 至 る破 綻 が 回 避 され る の で は な

い か と指 摘 して い る . 例 え ば き 昨 今 テ レ ビな ど で 延 々 と

続 く討 論 会 が 盛 況 の よ うだ が , そ の 出 席 者 達 は , 敢 え て

言 え ば , 個 恒 rj価 値 観 か 許 容 され る現 代 で あ れ ば こ そ ,

そ の 秩 序 へ の 反 逆 鮭 を精 力 的 に遺 憾 な く発 揮 で き る場 を

Fjこ と に な る か 亀)Lれ な い .

IIt. う つ 病 の 疾 患 像 の 変 遷

次 に う-減 車に -一/)い て で あ る が t Fj--〉病 は 精 神 科 以 外 の

磯 内 科 外 来 を 訪 れ る患 番 数 と凋 別 け% を 占 め る (皇 浅磨 れ

る よ う に , 決 Lて 稀 な疾 患 で は な い . な お , rj--3病 は 病

こ こで は ま と め て 論 ず る こ と ｡L:す る-

t. 土捌 口傾 向 に つ い て

まず , うつ 病 の 増 加 と い う点 に -1い て取 り上 げ る. 最

近 に お け る うつ 病 の 増 加 憤 裾 薮諸 家 に よ 里 旨摘 され て い

る 9ゝ量3…1皇＼ こ の 点 に つ い て 鮫 酔 m i蓬2)は , うつ 病 親 和

的 な 病 絹 性 格 者 が 発 病 に 至 る 下 地 と Lて 亨 現 代 社 会 が 多

大 な 影 響 を もつ と 考 え られ る と章旨禰 し この 大 き な 要 因

を社 会 構 造 の 藤 か 蓋,a)3点 取 り 上げ て い る｡ 第 1は 地 域 共

同 体 o二灘 壊 及 び 核 家 族 化 の 懐 ｢El侵 こい Fjこ と で あ る . -~}護

り予 都 市 化 現 象 に よ 畑 そ の 卜塊 と結 び 付 い た 地 域 共 同

体 か 弱 軒ゝ 化 な い し崩 壊 し 人 々 は そ れ 藷 で 深 く椴 を 竜､ー

iH て 慣 れノ親 Lん て い た 長⊥地 , 隣 ん 職 業 な ど 押 描 覧基

盤 を失 い , 限 こ そ ぎ状 況 に を絹 る 上 様 家 族 化 に よ り話 相

手を失 い , 大 家 族 押 頂芸で 6才j ヤ体 感 を得 iニ)れ な い 状 況 を 党

病 変 関 と Lて 指 摘 とて い る* 第 2と L/て 予 競 争 原 理 の 激

化 を あ げ て い る . 二頂 競 争 原 理 は 個 人 を鵜 沼 ヒさせ て

ゆ く健 闘 こ頼 家 を か け る :iJ-, 緩 筆 と 協 調 Uう徹 妙 な バ ラ

ulT

L, こ の 様 な 状 況 は 吾 人 と 争 い 自 己 を も張 す る こ と を 殿

鮎苦 手 と L, 対 人顔だ慮 的 で 人 が澗 豚 軌 を凋 --痛 言親 和 的 な

病 前 性 格 老巧こk:-)て 極 がぅて 困 難 な 嶺)の と な る 鵜 で あ る-

第 3は , 価 値 釣 多 元 化 と i/巧 こ と で あ る. 即 ち , 価 値 観

の 多 様 化 多 元 化 に よ り, か --~3て は 明 確 で あ っ た 社 会 的

権 威 が 益 々不 文 明 化 し, 体 制 取 保 守 的 , 元 的 価 値 観

に 立 ㌦巧 つ 病 親 和 的 な 病 前 性 格 齢 こ(た っ て , 人 生 6日 守約

や 生 きが い を嵐 い 出 しに くい状 況 が 生 じて い る の で あ るや

護 た , 以 上 の よ うな 社 会 的 密 閉 以 外 に , 抗 う-二滴押~用 肖

発 が , 精 神 科 医 療 に 封 す る伝 統 を 惑 約 号 精 神 科 を 訪 れ 易

く Lた 点 , 及 び マ ス コ ミや 専 門 書 の 啓 蒙 活 動 が うつ 病 賓

の 早 期 治 療 を容 易 に した 点 な ど が あ げ られ るす

Il. 軽 症 化

更 に , うつ 病 の 軽 症 化 と い う こ と も諸 家 に よ り指 摘 さ

れ て い る91畳増=5)16,㌧ 軽 症 化 に つ い て は き 精 神 医 学 的 に

疏 --され た 定 義 は な い が , 新 編 37:の 定 義 に よ 才吊宕苧 全

般 的 に 症 状 が 軽 度 で , 針 爵 生 活 に あ ま り差 し支 え な く,

ほ と ん ど 普通 U)外 来 通 院 加 療 が 可能 と さ れ て い るゎ こ の

軽 症 化 う-1病 Uう増 加 の 要 因 才二して も, 医 学 知 識 の 普 及 9

及 び 抗 う-∩)剤 uj進 歩 に よ 畑 患 者 巨汗 濯 ぎ藤 を 期 絡 し て積

極 的 に 受 診 す る よ うに な り, そ ぴ)結 果 編 組 擾腔 U〕受 診 が

増 加 Lた こ と な ど が あ げ られ る.

:i. 慢 性 化

リブ経 過 0日 二で は 長 期遷化 , 慢 性 化 と呼 ば れ る 転U用 言増

加 して い る 9jl項目ぎ5ノ竜顔､tを鼻′∴ 以 前 う -)病 相 は 9 3 ケ J巨 6

ケ l膵勘蓬で 回 復 い てい た が , 最 近 で は 症 状 の 継 続 が 鎧 期

化 Lて い るや 我 々 は と りあ え ず , 症 状 が お 濠Sよ そ 1年 以

上 持 続 して い る 確り)の を慢 性 化 うつ 病 と呼 ん で い るL こ の

社 会 的 要 園 と Lて 鮫 酔 2,ま92Oジは , 兜 に 述 べ た よ うに ヲ

うつ 病 親 和 的 な 病 前 性 格 番 が 現 代 社 会 構 造 の 中 で 発 病 に

至 る 下 地 と して 指 摘 され る 3点 が , 経 過 旬予 後 に も影 響

を 与一え, うつ 病 の 慢 性 化 の 要 因 と もな り う る と して い る,

ま た 家 畜 Lh,1針 は , 抗 うつ 剤 瑚 豊鳥貌 前 後 に お け る う つ 病

の湧監過 や予 後 に及 ぼ す 影 響 に つ い て の 統 計 的 研 究 を行 い ,

抗 う つ剤 の 岩畳毒硯 経 書 不 安 定 な 慢 性 の 経 過 を 示 す うつ 病 患

者 が増 加 Lて い る と示 唆 してい る. これ VJついて飯 臣二那 )iM 9;.

は や 薬 物 か 本 来 瑚 商機 の u 式 ム を狂 わ しタ 病 欄 Cr)扮然 経

過 を撹 乱 す る薫 , 及 び短 期 間 で 症 状 が 軽 減 され る た め や

治 療 者 が lu懐 願 U)不 安 定 な 状 態 に 対 す る適 切 な 治 療 を す

る い と ま もな く､ 不 完 全 な 治 癒 状 態 の 護 藍で 発 病 前 の 生

活 状 態 に 戻 る こ と を急 い で L漂 う点 を 指 摘 して い る.

･l. うつ 病 像 の 変 遷 の 方 向

-方 争 うy-)病 親 和 的 な 病 前 性 格 尊さ社 会 文 化 的 要 因 か EJ
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山であって払 う･-3病の病前性格としいての表現型の変遷

は9現代をこおいて進行Lつりあると述べているかそして,

表現型であるう--3病銅変遷約二別品粧ついて∴慢性う-wj病

十T.::ll/L.1-う∴ fIJ昌∴仁一一章=;A-i_し'〕十､ttU昌冊-,'r守唆

している.依存蔑婆とはずうり繍親和的性格という防衛に

よ-->て隠ざれていた内なる依存欲求が顕在化Lて治療者,

せこ･竹∴依fl-).十∴:.上'ゝ･中経~十J--●J/-ト.1い･丁守一L-.t-

ような状瀞であ者√ハブ亨触露白己愛型は,依存を拒否された

妄'9号プラでドを衡--:)げをち〕れることを恐れるあまり,社会

への敵意菅不信感を秘めて孤封ヒLた生活を送る状態で

ある.かつて精神病理学上みられなか-,栄二ような糖数を

持つヲうつ状態あるいはうつ病の指摘が近年相次いで成

されているが,そうした率の神経症轍うつ病や身体化う

つ病(≒仮面うつ病さなどがこの依存型に該当し,逃避

型抑うつ,退却神経症などが自己愛塾に該当するように

黒∴-.

1.現代のうつ病

沃∴コ■1∴し-､骨＼膏.{･l･-.~IL十斗用や∵__･,ト守じ＼∴

:こr.神畔上i.十'i車上∴ 巨~･lJA_ほ右肺廿 什圭

冊･鼻｣汗㍉舟二律ぎir.1:ち.仏日斗､立上巨Ll.Lよ＼∴ 神経症的

両耳,.'･.皇上 Lr言出巨ノ:.l･＼ノ∴帖iE:侶冊J目し'廿.二､トlトJ}･

いP)朝しかし 経過と貨客に内摘陵う㌦)病固着の症状を示

れている色従ってや内銅像うつ病の--密輿と考えること

ip_項虹■∴･;㌔:,.'､.

2)身体化6≒仮面う㌦)柄)

決に身体化撃つ病を≒仮面Gjり病うであるが予新字扇望嘗)

はこれを,定型的うつ症状芦帝に抑うつ幾分ア悲哀感が

存在しないか∴澄たほ見落とされるくらも､健かである殿

にL-転して,身体症状が齢著かつ支配的であるため,診断

を著しく困難にしているうつ病と定義している.町沢221

はこの増加の要約かこついてや極端な退行や敵意などの感

情の発散が予都市化と兼に盤じ難くなっており㌢そのこ

とが現代の身額暦学に者を借りた合理化ないし√身体化と

いう防衛メカニズムを盤み洪しているかむLれないと指

摘十㌦､∴

りに-〕いて述べる幼三桁うつ病の特徴は,抑制が主体の,

逃避的飽彩汐)濃い抑う〆)状態である,例え絹雷これはチエ

きりと解紋-殿努力を放棄Lて予抑制を中心とする不安,

苦悶のなし､紺うりに飛び込み,褒罷新来数字きじ｡には蒸発

杏.こ牽るなどの逃避鮭を示す転職ときれている.

-卜 直井信･J甘.眉照付､ト

吏∴ /i,p早軒1.＼＼ーこ血一卜∴､.､･､-ニトリこ拭.根上L-､退

あるがチエ紬£発病年齢たして太学生狛恒:Jtであり∴-頚三

観的には鯉窺プブ敏無関心そして敷きがも､,折襟の鷹巣が

自覚きれている私釣である弔客観相動よこしてはき本業と

い､･1卜､さp牛詰証与:∴∴立退.畑･:TiL崩.;:.∴∴上 巨p_卜

業以外の敏活僚域への泰郎をこぼそれほど抵抗を示さず,

彼らの退却をここは警予期される敗北と屈辱から現車i選が関

係しているとされているか

そして佐藤26)27)鰍は予古顔的うつ病と,その憂遷し

た病像である逃避型抑うつ,退却神経症の三者に-ついて

の臨床的特徴を比較分析Lている†このうち両親との開

緑ではヲ退却神経症ほど母との関孫が濃厚さを増す釣に

比ト∴ ∵∵,∴潤吊∴トキ溝･十▲t.t早∴うIi''･::,信再出武､'ト上

因の家族棒激が認めを:〕れるとし予こうLた今E~首の家族鱗

浩パ;卜轡:;･r.i射し1､:蘭Ll斗了.i榊炉 一一._.∴

(;.華愉性うつと多様化Lた現代うつ病の治療

とこメタ)管,燈進は潔-ミケルケア㌔こい#)こ損こ関心が

向け∴十~ト十㌦ 主tHtll､IF一･･日りト､∴̀ Lf~斗粧し!‖1Ly車.駈

卜二:-J､HlIpp∴､.浴/,･tイ‖闘牛L~一･‥｣捉里∴ ∴守 /･,

｢この世沈殿決別を覚悟するた捌こ経験しなければなら

ない準備的悲嘆｣と定義し了こお鵜 殿にこ♂)準備性うり

に対する治療ではち銃撃-J剤は濃紫ではなくきた溌三黙--l

て患者だうそぼに換っていることギつき手を綴る,髪を撫で

るなどahj浅キン′シLジブが墓要であると述べている申これ

はうつ病の精神療法の原型と言えよう.

こうした準備性うつの治療方法はす社会状況の変化の

中で増加し,多様化する現代のうつ病の治療蘭に且つの

示唆を与えるように思われる.-つ優り声社会構造の変化

に伴も､益 変々遷L多様化Lてゆくうつ病碍治療をこおいて

は,薬物療法などの身体的治療だけでは充分とは言えず,

病像をこ即して,精神療法旬家族療法砂環境調整など声多

様な治療方法が必要と考えi;-3れるのである.
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司会 有難うございました.現代社会と不即不離の関
係になりつつあるうつ病を中心に概要をお話しも､ただき

ました舟それでは第綱鰭のき｢外科的悪性疲癌における

疾患像の変遷｣と蔑Lまして,県立がん救ソ,深一外科の
佐 木々先生お願い致し渡すも




